
エクスカーション 

 

エクスカーションは『寄港地観光ツアー』とでも言うのであろう。 

ハワイの島々では日本国内をはじめ現地旅行社が様々な観光ツアーを催行している。 

今回、私たちはクルーズ主催会社（NCL 社）の観光ツアーを利用した。 

NCL 社の HP から寄港地観光ツアーが一括して予約できる。 

オアフ島   7 コース 

マウイ島  22 コース 

ハワイ島ヒロ 18 コース 

ハワイ島コナ 15 コース 

カウアイ島  21 コース 

 

これらの観光ツアーは、実際は NCL 社が主催している訳ではなく現地の旅行社の主催である。 

NCL 社を通じて現地旅行社主催の観光ツアーを予約する形である。 

（１）各コースには参加者の評価がある 

（２）難易度が 1 から 3 で表示されているのでわかりやすい。 

（３）集合場所が船内なのもわかりやすい。 

（４）48 時間前なら船中で手数料なしで変更や取消しが可能である。 

（５）クルーズの航程が変更された場合の手続きは NCL 社がすべて対応してくれる。 

（６）何らかの理由で観光ツアーが遅れた場合にも船は出航時間を過ぎても待つ。 



信じられないような条件もあるが多少高くても NCL 社を利用した理由である。 

要するに価格よりも手軽さと安心感を優先した。 

 

今回のクルーズではハワイ島ヒロ『火山国立公園』とカウアイ島『ワイメア渓谷への旅』の 2 つ

の観光ツアーを予約した。 

NCL 社 HP から予約する観光ツアーはすべて英語ツアーであるが、クルーズ中に同じ内容の日

本語観光ツアーが催行される場合がある。 

ただし、日本語ツアーの催行は乗船後でないと判明しない。 

催行される場合はデッキ 5 のゲストサポートデスクで英語ツアーから日本語ツアーへの変更が

可能である。 

 

観光ツアーで特に気を付ける点はないが、火山や渓谷などの高所に行くツアーでは多少の寒さ

や風対策が必要となる。 

例えば、ウィンドゥブレイカー（300 円くらい）がとても重宝した。 

 

当然であるが、英語ツアーはかなりのヒアリング力が必要である。 

日常のビジネスに英語を使っているくらいでないと理解ができない。 

ガイドが説明する高さや距離などの桁数が多く単位も日本と異なるので追い付かないのである。 

 

英語ツアーは外国の方と親しくなる機会なのでクルーズではお勧めである。 

これらの寄港地観光ツアーについては NCL 社の HP に詳しく記載されている。 


